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表紙　山田彩百合
（3年生）

タイトル：
イースト・サンセット

夕暮れ時の太陽は西（ウエス
ト）へ沈むものだが、東（イー
スト）高生の勉強、部活、行
事等で培った様々な知見と
能力をもって未来へ邁進し
続けるみずみずしく清新な
気鋭を表現したいと思い、
上記の題名を冠した。この
何気ない風景が、東高で学
び、競い、支え合うかけが
えのない仲間とともに過ご
した時間を懐古する一助と
なれば幸い。
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母 校 沿 革
文政11（1828）.₂.₃	 松山藩主久松定通、二番町に「明教館」を設立
	 	 藩学を奨める
明治₅（1872）.₄.19	 旧明教館に松山県学校（松山学校）を開設
	 ₆（1873）.₃.15	 英学舎と改称
	 ₈（1875）.₈.20	 県立移管、（県立）英学所と改称
	 	 所長草間時福
	 ₉（1876）.₈.17	 愛媛県変則中学校と改称、俗称北予学校と称する
	 10（1877）.₆.14	 愛媛県北予変則中学と改称
	 11（1878）.₆.15	 愛媛県松山中学校と改称（この年を創立年とする）
	 17（1884）.₅.23	 愛媛県第一中学校と改称
	 20（1887）.₅.23	 愛媛県第一中学校廃校
	 21（1888）.₉.20	 （私立）伊予尋常中学校開校
	 25（1892）.₄.30	 （私立）伊予尋常中学校閉校
	 25（1892）.₅.16	 愛媛県尋常中学校開校
	 26（1893）.₁.				 校友会を創立し保恵会と称する
	 29（1896）.₄.20	 東予（西条）、南予（宇和島）に分校開校
	 32（1899）.₄.₁	 愛媛県立松山中学校と改称
	 	 東予・南予両分校独立
	 41（1908）.11.13	 松山中学校生徒保護会創設
大正₅（1916）.₄.₂	 松山市持田町（現在地）に新校舎竣工、二番町より移転完了
昭和₆（1931）.₂.11	 松山中学校校歌制定（林古渓作詞作曲）
	 	 創立記念日を₅月16日とする
	 ₇（1932）.₄.₂	 松山中学校同窓会創設
	 ₉（1934）.12.24	 火災により本館・講堂その他焼失
	 ₉（1934）	 艇庫、古深里に竣工
	 13（1938）.10.15	 復興落成式、創立50周年記念式典挙行
	 	 特別教棟、弓道場、テニス・バレーボールコート竣工
	 17（1942）.₄.23	 火災のため、本館他、明教館以外焼失
	 20（1945）.₇.26	 戦災のため、新築中校舎他、明教館とプール以外焼失
	 23（1948）.₄.₁	 学制改革により愛媛県立松山第一高等学校となる
	 	 通信教育部を設置
	 23（1948）.₄.10	 創立60周年記念式典挙行　講堂ほか竣工
	 24（1949）.₉.₁	 愛媛県立松山東高等学校と改称
	 	 松山商業高等学校と統合
	 25（1950）.₄.₁	 通学区制、男女共学実施
	 25（1950）.₈.21	 第32回全国高等学校野球選手権大会優勝
	 27（1952）.₁.15	 愛媛県立松山商業高等学校独立により商業課程廃止
	 28（1953）.₂.17	 松山東高等学校校歌制定
	 34（1959）.₁.15	 創立80周年記念式典挙行
	 	 図書館、第₁・第₂体育館など竣工
	 40（1965）.12.20	 第₁教棟竣工
	 43（1968）.10.26	 創立90周年記念式典挙行
	 45（1970）.11.	 同窓会誌『明教』創刊
	 48（1973）.₈.31	 茶室「難思庵」竣工
	 53（1978）.10.₇	 創立100周年記念式典挙行「静動の百年そして今」の碑建立
	 	 特別教棟、弓道場、テニス・バレーコート竣工
	 57（1982）.₃.25	 第₂教棟竣工
	 59（1984）.₂.17	 武道場改築竣工
	 60（1985）.₃.27	 第₃教棟、図書館竣工
	 62（1987）.₃.20	 東体育館竣工
	 63（1988）.10.30	 創立110周年記念式典挙行、史料館竣工
平成10（1998）.10.30	 創立120周年記念式典挙行
	 	 ウエイトトレーニング器具一式設置
	 15（2003）.₄.28	 「がんばっていきましょい」碑建立
	 20（2008）.₄.29	 創立130周年記念シンボルとテーマを制定
	 	 「明教の風吹き渡り　今刻む130周年」一連の記念行事開始
	 	 第₁教棟取り壊し、立て替え工事開始
	 21（2009）.₃.20	 第₁教棟竣工
	 21（2009）.11.14	 創立130周年記念式典挙行、クラブハウス落成
	 27（2015）.₃.27	 第87回選抜高校野球大会21世紀枠で82年ぶりに出場し、₁勝

をあげる

撮影：武智　順（Ｓ52）



5	 	 関東明教

同窓会関東支部沿革
1932年	 松山中学校同窓会創設
1968年	 同窓会東海支部設立
1970年	 同窓会誌「明教」創刊
1971年	 ₇月15日	同窓会東京支部創設
1973年	 この年から毎年₇月に丸の内の工業クラブで通常総会開催
	 春木榮初代支部長就任（1917年卒）就任
1975年	 塩崎潤第₂代支部長（1935年卒）就任
1985年	 同窓会静岡支部設立
1987年	 同窓会近畿支部設立
1998年	 和食克雄第₃代支部長（1956年卒）就任、会則施行
1999年	 会員名簿作成
2000年	 関東明教創刊
2005年	 豊島𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
2009年	 上野光保第₅代支部長（1970年卒）就任
2017年	 緒方郁夫第₆代支部長（1977年卒）就任
2018年	 12月15日　夏目漱石先生（漱石アンドロイド）特別講義開催
2020年	 日野恵一第₇代支部長（1978年卒）就任

愛媛県立松山中学校・松山東高等学校同窓会関東支部は1971年₇月15
日に創設された愛媛県立松山中学校同窓会東京支部を母体とする。

撮影：武智　順（Ｓ52）



愛媛県立松山中学校　校歌

林　古渓　作詞・作曲

二柱神　いとなましし　二名の島の

伊予のくに　そびえて繁りぬ扶桑の大樹

清くけたかき　我等の心

吾がすめらぎみ詔り給ひし　みことのまにまいかしたつ

根を張る枝はる　松山中学　治めつちかふ我等のつとめ

日の光てる　天のみなか　此の世にしかす

厚き幸　智仁勇気のしるしぞたかき

たてよその旗　我等の行手

（昭和６年２月11日制定）



愛媛県立松山東高等学校　校歌

洲之内　徹　作詞（昭和５年卒）
近衛　秀麿　作曲

眉きよらかに頬はあつく　いのち　また燃えたり

かかる日のかかる朝なり　青雲の思ひ　流れやまず

流れやまず　茜明けゆく　空のはたて

学舎の庭　春たけたり　千筋なす　青柳

風吹かば　掛けしたて琴　弦のひびき鳴りわたりぬ

鳴りわたりぬ　いのち秘めにし　若き調

誇はたかく　夢はふかく　われら　ここに集ふ

ここにして　唇に歌あり　ここにありて日は美はし

日は　美はし　光もとめて　生くる月日

（昭和28年２月17日制定）









　東日本大震災へのご支援をいただき、感謝申し上げます。
次世代の命を守るために全国に教訓を伝えてきた語り部たちが
東北 3 県で自ら「連携・企画・育成」に取り組む
3.11 メモリアルネットワークが立ち上がり、
1,000 のメンバーの組織に広がっています。

日本全国で災害が起きています。。あの日の悲しみや過ちを
繰り返さないよう、東北被災地全体の伝承活動を支えています。

　未来の命を守る語り部の活動継続のために

　皆様のご支援が必要です。

皆様のご寄付により
東北 3 県の伝承が
継続できています

心より
感謝申し上げます

ほんの少しの支えが、大きな力になります。

　能登半島地震にも、今後の災害にも役立つように

基金支援で
制作された伝承資料

銀行振り込み

●石巻信用金庫

　支店名：本店営業部（支店コード 001）
　預  金  種  別：普通
　口 座 番 号：6247179
　口 座 名 称：3.11メモリアルネットワーク基金
　フ リ ガ ナ：サンイチイチメモリアルネットワークキキン

1

クレジットカード決済

　公益社団法人 3.11みらいサポートの

　「3.11メモリアルネットワーク基金」特設ページへ！

2

3

https://donation.yahoo.co.jp/detail/5162001/

「3.11メモリアルネットワーク基金」
明日の命を救うため、震災の記憶を語り継ぐ

1ポイントから寄付できます

3.11メモリアルネットワーク基金 検索

震災伝承団体の95％が、継続性の不安を抱えています。
伝承の工夫を続ける被災者を、ぜひご支援ください！

震災学習プログラムへの参加数が低調のままで、東北3県の

緊急のお願い

3.11 基金採択団体の声
福島県大熊町の帰還困難区域で

オンライン配信に
取り組む木村紀夫さん  奪われたものから

新たな未来を
つくっていく。　　　　　　　　　

  1000 年後の災害時に
命を救えるように。　　　　　　　　　

920
80

メンバー


